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の
コ
ン
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に
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が
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た
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、
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で
、
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を
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中
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を
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湯
を
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の
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は
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と
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う
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が
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て
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そ
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を
誰
が
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は
毎
月
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に
通
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、
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に
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前
に
は
必
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近
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の
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で
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と
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子
と
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、
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土
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が
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で
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が
で
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に
は
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に
は
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、
も
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と
昔

に
は
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も
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ン
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ン
ド
」
と
い
う
ス
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レ
ー
ト
な
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前
の
中
古
品
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で
、
ア
ビ
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は
日
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語
の
漫
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と
小
説
を
見
つ
け
、
日
本
語
が
読
め
る
同
級
生
に
見
せ
た
ら
小
説
の
最
後

の
ペ
ー
ジ
に
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る
メ
モ
書
き
は
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ア
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ト
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路
地
を
通

る
猫
に
気
が
つ
き
、
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は
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が
引
っ
越
し
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来
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に
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き
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で
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た

そ
の
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に
は
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て
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を
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が
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、
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る
時
だ
け
入
口

が
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い
て
行
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と
が
で
き
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場
所
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
好
き
で
、
誰
か
が
覚
え

て
い
る
場
所
に
も
ど
こ
か
に
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が
あ
る
ん
じ
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な
い
か
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て
、
と
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水
島
は
交
通
事
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に
遭
い
、
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く
入
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し
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が
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遺
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も
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、
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の
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も
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七
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に
出
張
先
の
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で
、
事
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を
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た
七
年
後
に
出
張
先
の
東
京
で
、
事
故
を
起
こ
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運
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を
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〈
娘
の
話

　２
〉

二
人
は
毎
月
名
画
座
に
通
い
、
映
画
館
に
行
く
前
に
は
必
ず
近
く
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で

ラ
ー
メ
ン
と
餃
子
と
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
食
べ
、
あ
る
と
き
映
画
の
中
に
一
人
と
そ
っ
く

り
な
人
物
が
映
っ
て
い
る
の
を
観
た

二
階
の
窓
か
ら
土
手
が
眺
め
ら
れ
た
川
は
台
風
の
影
響
で
増
水
し
て
決
壊
し
そ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
の
家
が
で
き
た
こ
ろ
に
は
あ
た
り
に
は
田
畑
し
か
な
く
、
も
っ
と
昔

に
は
人
間
も
来
な
か
っ
た

「
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
」
と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
名
前
の
中
古
品
店
で
、
ア
ビ
ー
は
日
本

語
の
漫
画
と
小
説
を
見
つ
け
、
日
本
語
が
読
め
る
同
級
生
に
見
せ
た
ら
小
説
の
最
後

の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
メ
モ
書
き
は
ラ
ブ
レ
タ
ー
だ
と
言
わ
れ
た
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ア
パ
ー
ト
一
階
の
住
人
は
暮
ら
し
始
め
て
二
年
経
っ
て
毎
日
同
じ
時
間
に
路
地
を
通

る
猫
に
気
が
つ
き
、
行
く
先
を
追
っ
て
み
る
と
、
猫
が
入
っ
て
い
っ
た
空
き
家
は
、

住
人
が
引
っ
越
し
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来
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頃
に
は
ま
だ
空
き
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で
は
な
か
っ
た

そ
の
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に
は
見
え
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を
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み
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い
っ
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思
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で
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、
一
度
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た
こ

と
が
あ
る
の
に
道
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
所
と
か
、
あ
る
時
だ
け
入
口

が
開
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
好
き
で
、
誰
か
が
覚
え

て
い
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場
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に
も
ど
こ
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に
道
が
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じ
ゃ
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か
っ
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言
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商
店
街
の
メ
ニ
ュ
ー
図
解
を
並
べ
た
古
び
た
喫
茶
店
は
、
店
主
が
学
生
時
代
に
通
っ

た
ジ
ャ
ズ
喫
茶
を
理
想
と
し
て
開
店
し
、
三
十
年
近
く
営
業
し
て
閉
店
し
た

兄
弟
は
仲
が
い
い
と
言
わ
れ
て
育
ち
、
兄
は
勉
強
を
す
る
た
め
に
街
を
出
て
、
弟
は

ギ
タ
ー
を
弾
き
始
め
て
有
名
に
な
り
、
兄
は
居
酒
屋
の
テ
レ
ビ
で
弟
を
見
た

屋
上
に
あ
る
部
屋
を
探
し
て
住
ん
だ
山
本
は
、
ま
た
別
の
屋
上
や
バ
ル
コ
ニ
ー
の
広

い
部
屋
に
移
り
住
み
、
ま
た
別
の
部
屋
に
移
り
、
女
が
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
隣

人
と
話
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

〈
娘
の
話

　３
〉

国
際
空
港
に
は
出
発
を
待
つ
女
学
生
た
ち
が
い
て
、
子
供
を
連
れ
た
夫
婦
が
い
て
、

父
親
に
見
送
ら
れ
る
娘
が
い
て
、
国
際
空
港
に
な
る
前
に
も
そ
こ
か
ら
飛
行
機
で
飛

び
立
っ
た
男
が
い
た

160172 145152168

バ
ス
に
乗
っ
て
砂
漠
に
行
っ
た
姉
は
携
帯
が
通
じ
た
の
で
砂
漠
の
写
真
を
妹
に
送
り
、

妹
は
以
前
訪
れ
た
砂
漠
の
こ
と
を
考
え
た

雪
が
積
も
ら
な
い
町
に
あ
る
日
大
雪
が
降
り
続
き
、
家
を
抜
け
出
し
た
子
供
は
公
園

で
黒
い
犬
を
見
か
け
、
そ
の
直
後
に
同
級
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
た

地
下
街
に
は
た
い
て
い
噴
水
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
地
下
の
噴
水
広
場
は
待
ち
合
わ

せ
場
所
で
、
何
十
年
前
も
、
数
年
後
も
、
誰
か
が
誰
か
を
待
っ
て
い
た

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー

　３
〉

近
藤
は
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
て
、
テ
レ
ビ
で
宇
宙
飛
行
士
を
見
て
宇
宙
飛
行
士
に

な
る
こ
と
に
し
て
、
月
へ
行
っ
た

178183189199 197
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初
め
て
列
車
が
走
っ
た
と
き
、
祖
母
の
祖
父
は
羊
を
飼
っ
て
い
て
、
彼
の
妻
は
毛
糸

を
紡
い
で
い
て
、
あ
る
日
か
ら
よ
う
や
く
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

雑
居
ビ
ル
の
一
階
に
は
小
さ
な
店
が
い
く
つ
も
入
っ
て
い
て
、い
ち
ば
ん
奥
で
カ
フ
ェ

を
始
め
た
女
は
占
い
師
に
輝
か
し
い
未
来
を
予
言
さ
れ
た

解
体
す
る
建
物
の
奥
に
何
十
年
も
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
こ
に
残
さ

れ
て
い
た
誰
か
の
原
稿
を
売
り
に
行
っ
た
が
金
に
は
な
ら
な
か
っ
た

解
説

　深
緑
野
分

202210216223
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一
年
一
組
一
番
と
二
組
一
番
は
、
長
雨
の
夏
に
渡
り
廊
下
の
そ
ば
の
植
え

込
み
で
き
の
こ
を
発
見
し
、
卒
業
し
て
二
年
後
に
再
会
し
た
あ
と
、
十
年

経
っ
て
、
二
十
年
経
っ
て
、
ま
だ
会
え
て
い
な
い
話

　
な
に
か
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
一
年
一
組
一
番
が
植
え
込
み
に
近
づ
く
と
、
そ
こ
に
は
白
く
て

丸
い
も
の
が
あ
っ
た
。

「
忽こ
つ

然ぜ
ん

」
と
い
う
言
葉
は
こ
う
い
う
と
き
に
使
う
の
だ
ろ
う
、
と
一
組
一
番
は
思
っ
た
。

　
ビ
ニ
ー
ル
傘
に
は
、
大
き
な
雨
粒
が
当
た
っ
て
ば
ら
ば
ら
と
音
が
鳴
っ
て
い
た
。
そ
の
音
が
、
一

組
一
番
は
と
て
も
好
き
だ
っ
た
。
雑
草
が
伸
び
た
芝
生
に
は
雨
水
が
溜
ま
っ
て
、
湿
原
の
よ
う
に
踏

み
込
む
た
び
に
水
が
浸し

み
出
た
。

　
き
の
こ
は
、
真
っ
白
だ
っ
た
。
根
元
の
地
面
は
、
芝
生
と
落
ち
葉
に
赤
茶
色
の
土
が
跳
ね
、
濁
っ

た
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
に
、
ま
る
く
白
い
表
面
に
砂
粒
一
つ
つ
い
て
い
な
い
の
は
、
奇
妙
だ
っ
た
。
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木
陰
だ
か
ら
か
、
水
滴
も
、
つ
い
て
い
な
い
。
誰
か
が
き
の
こ
を
持
っ
て
き
て
こ
こ
に
置
い
た
の
だ

ろ
う
か
、
と
一
組
一
番
は
考
え
た
。
そ
の
ほ
う
が
、
腑ふ

に
落
ち
る
。

　
誰
か
に
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
。

　
だ
と
し
た
ら
、
見
つ
け
た
自
分
は
、
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
組
一
番
は
、
周
囲
に
誰
も
い
な
い
の
を
確
認
し
た
。
今
日
は
大
幅
に
遅
刻
し
て
い
た
。
あ
と
十

分
も
す
れ
ば
、
二
時
間
目
が
終
わ
り
、
二
十
分
の
休
み
時
間
と
な
る
。
一
組
一
番
の
通
う
こ
の
高
校

で
は
、
こ
の
二
十
分
が
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。

　
植
え
込
み
は
、
体
育
館
と
旧
館
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下
の
そ
ば
だ
っ
た
。
一
組
一
番
は
、
裏
門
か
ら

入
り
、
体
育
館
の
裏
を
通
っ
て
き
た
。
体
育
館
か
ら
は
、
か
け
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
球
技
の
練
習

試
合
を
や
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　
一
組
一
番
は
、
立
ち
入
り
禁
止
の
芝
生
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
土
と
葉
が
含
ん
で
い
た
水
が
浸
み

だ
し
、
デ
ッ
キ
シ
ュ
ー
ズ
が
濡
れ
た
。
雨
水
は
キ
ャ
ン
バ
ス
地
を
あ
っ
と
い
う
ま
に
透
過
し
て
、
足

に
冷
た
い
感
触
が
広
が
っ
た
。

　
し
ゃ
が
ん
で
見
る
と
、
白
い
き
の
こ
の
先
、
植
え
込
み
の
奥
に
も
う
一
つ
白
い
き
の
こ
を
見
つ
け

た
。
そ
の
先
に
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
。
そ
っ
く
り
同
じ
の
が
、
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
り
、
そ
の
次
の

15

は
、
ツ
ツ
ジ
の
葉
の
陰
に
隠
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
一
組
一
番
は
覗の
ぞ

こ
う
と
し
た
。

「
な
に
し
て
ん
の
ん
」

　
急
に
声
を
か
け
ら
れ
て
、
思
わ
ず
肩
が
き
ゅ
っ
と
な
っ
た
。
振
り
向
く
と
、
二
組
一
番
が
立
っ
て

い
た
。
二
組
一
番
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
傘
を
差
し
て
、
そ
こ
で
雨
粒
が
音
を
立
て

て
い
る
。
雨
は
さ
ら
に
強
く
な
り
、
音
も
大
き
く
な
っ
た
。

　
一
組
一
番
は
「
青あ
お

木き

洋よ
う

子こ

」
で
、
二
組
一
番
は
「
浅あ
さ

井い

由ゆ
う

子こ

」
だ
っ
た
。
こ
の
高
校
で
は
前
年
か

ら
出
席
簿
が
男
女
混
合
と
な
り
、
二
人
と
も
「
一
番
」
に
慣
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
保
育
園
も
中
学

校
も
男
女
別
、
男
子
の
あ
と
に
女
子
、
と
い
う
並
び
が
、
ま
る
で
こ
の
世
の
ル
ー
ル
で
あ
る
か
の
よ

う
に
決
ま
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
の
高
校
に
入
学
し
て
、
そ
れ
が
単
な
る
慣
習
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と

わ
か
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
が
、
な
に
を
す
る
に
も
ク
ラ
ス
中
で
真
っ
先
に
指
名
さ
れ
、
注
目
を
浴
び

な
が
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
戸
惑
い
は
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
二
人
は
一
度

だ
け
体
育
の
時
間
に
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
き
の
こ
」

　
一
組
は
答
え
た
。
手
前
の
も
っ
と
も
大
き
な
き
の
こ
を
人
差
し
指
で
ま
っ
す
ぐ
指
し
た
。

「
植
え
た
ん
？
」
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。
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植
え
た
ん
？
」
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二
組
は
、
眉ま
ゆ

根ね

を
寄
せ
、
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
表
情
で
聞
い
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
た

の
か
、
と
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

「
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
。
生
え
て
ん
」

「
よ
か
っ
た
ー
」

　
二
組
は
、
安あ
ん

堵ど

の
た
め
息
と
と
も
に
、
そ
う
言
っ
た
。

「
昨
日
は
、
な
ん
も
な
か
っ
た
」

「
そ
う
や
ろ
。
す
ご
い
な
」

　
雨
は
、
も
う
二
週
間
降
り
続
い
て
い
た
。
寒
い
夏
で
、
七
月
な
の
に
台
風
も
来
た
。

　
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
奥
を
覗
く
と
、
そ
の
先
に
は
、
椎し
い

茸た
け

に
そ
っ
く
り
な
形
を
し
た
き
の
こ
が

生
え
て
い
た
。
し
か
し
、
大
き
さ
が
違
っ
た
。
笠
が
三
十
セ
ン
チ
も
あ
る
。
作
り
も
の
の
よ
う
に
完

璧
な
形
だ
。
や
っ
ぱ
り
誰
か
が
植
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
と
き
、
な
に
か
青
い
小
さ
な
も
の
が
、
二
人
の
視
界
の
隅
を
動
い
た
。

　
小
さ
な
、
生
き
も
の
？

　
一
組
と
二
組
は
、
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

「
な
ん
か
、
お
っ
た
？
」
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「
走
っ
た
？
」

　
ば
ら
ば
ら
ば
ら
、
と
雨
は
傘
を
叩
い
て
い
た
。
リ
ズ
ム
が
変
わ
っ
た
。
こ
う
い
う
曲
知
っ
て
る
、

な
ん
や
っ
た
っ
け
、
と
一
組
は
思
っ
た
が
、
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。

　
予よ

鈴れ
い

が
鳴
り
、
一
組
と
二
組
は
慌あ
わ

て
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
へ
戻
っ
た
。

　
二
年
生
の
と
き
も
三
年
生
の
と
き
も
、
一
組
一
番
と
二
組
一
番
は
同
じ
ク
ラ
ス
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
話
を
す
る
機
会
も
、
あ
ん
ま
り
な
い
ま
ま
卒
業
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
、
や
っ
ぱ
り
二

人
と
も
出
席
番
号
は
一
番
だ
っ
た
。

　
大
学
二
年
の
夏
、
一
組
一
番
は
、
京
都
に
行
っ
た
。
野
外
で
行
わ
れ
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ

を
見
に
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
会
場
前
の
横
断
歩
道
は
、
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
流
れ
落
ち
る
汗

を
拭ぬ
ぐ

い
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
来
た
友
人
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
急
い
で
い
た
ら
、
名
前
を
呼
ば
れ

た
気
が
し
た
。
ち
ょ
う
ど
渡
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
る
と
、
二
組
一
番
が
人

波
の
中
か
ら
顔
を
出
し
た
。

「
な
に
し
て
ん
の
ん
」

「
ラ
イ
ブ
、
見
に
来
て
ん
」

「
い
っ
し
ょ
や
」
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い
た
。
リ
ズ
ム
が
変
わ
っ
た
。
こ
う
い
う
曲
知
っ
て
る
、

な
ん
や
っ
た
っ
け
、
と
一
組
は
思
っ
た
が
、
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。

　
予よ

鈴れ
い

が
鳴
り
、
一
組
と
二
組
は
慌あ
わ

て
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
へ
戻
っ
た
。

　
二
年
生
の
と
き
も
三
年
生
の
と
き
も
、
一
組
一
番
と
二
組
一
番
は
同
じ
ク
ラ
ス
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
話
を
す
る
機
会
も
、
あ
ん
ま
り
な
い
ま
ま
卒
業
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
、
や
っ
ぱ
り
二

人
と
も
出
席
番
号
は
一
番
だ
っ
た
。

　
大
学
二
年
の
夏
、
一
組
一
番
は
、
京
都
に
行
っ
た
。
野
外
で
行
わ
れ
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ

を
見
に
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
会
場
前
の
横
断
歩
道
は
、
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
流
れ
落
ち
る
汗

を
拭ぬ
ぐ

い
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
来
た
友
人
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
急
い
で
い
た
ら
、
名
前
を
呼
ば
れ

た
気
が
し
た
。
ち
ょ
う
ど
渡
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
る
と
、
二
組
一
番
が
人

波
の
中
か
ら
顔
を
出
し
た
。

「
な
に
し
て
ん
の
ん
」

「
ラ
イ
ブ
、
見
に
来
て
ん
」

「
い
っ
し
ょ
や
」
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「
好
き
な
ん
や
」

「
そ
う
で
も
な
い
け
ど
」

　
一
組
が
そ
う
言
う
と
、
二
組
は
笑
っ
た
。
お
互
い
の
友
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
呼
ん
だ
。

「
ほ
な
、
ま
た
ね
ー
！
」

　
手
を
振
っ
て
別
れ
た
。
ラ
イ
ブ
会
場
に
入
っ
て
か
ら
は
会
わ
な
か
っ
た
。

　
三
年
経
っ
て
、
一
組
一
番
は
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た
テ
レ
ビ
で
二
組
一
番
を
見
た
。
夜
中
に

ひ
っ
そ
り
放
送
さ
れ
て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
だ
っ
た
。
瀬
戸
内
海
の
離
島
を
取
材
し
て
い

た
。
昔
は
漁
業
で
栄
え
た
そ
の
島
は
過
疎
化
で
人
口
が
減
り
、
残
っ
た
個
性
豊
か
な
人
々
が
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
り
飲
食
店
を
作
っ
た
り
す
る
様
子
を
一
年
に
わ
た
っ
て
取
材
し
た
、
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
う
ど
ん
屋
の
客
の
中
に
、
二
組
一
番
が
い
た
。
夜
に
な
る
と
そ
の
店
で
、
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
て

い
た
。
二
組
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ
っ
た
。
高
校
を
卒
業
し
た
あ
と
ア
ル
バ
イ
ト
を
転
々
と
し
て

い
た
が
、
半
年
前
に
そ
の
島
に
た
ど
り
着
き
、
う
ど
ん
屋
を
手
伝
っ
て
い
る
。
海
辺
の
空
き
家
を
宿

泊
施
設
に
改
装
し
、
翌
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
だ
と
話
し
て
い
た
。
二
組
一
番
は
、
浜
辺
で
も
ギ

タ
ー
を
弾
い
て
歌
っ
た
。
二
組
が
ギ
タ
ー
を
弾
け
る
と
は
、
一
組
は
知
ら
な
か
っ
た
。
と
て
も
い
い

歌
だ
っ
た
。
少
し
し
か
放
送
さ
れ
な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
。
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話
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
が
、
連
絡
先
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
共
通
の
仲
が
い
い
友
人
も
い
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
。

　
一
組
一
番
は
翌
年
、
東
京
に
移
っ
て
、
不
動
産
会
社
で
働
き
始
め
た
。
映
画
の
感
想
を
ブ
ロ
グ
に

書
い
て
い
る
う
ち
に
評
判
に
な
り
、
雑
誌
や
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
に
も
コ
ラ
ム
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

雑
誌
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
四
年
後
に
は
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
に
誘
わ
れ
て
深
夜
ラ
ジ
オ
で
人
生

相
談
の
コ
ー
ナ
ー
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
人
生
相
談
、
と
言
っ
て
も
、
深
刻
な
も
の
よ
り
、
ち
ょ

っ
と
ニ
ッ
チ
な
、
人
に
わ
ざ
わ
ざ
相
談
す
る
の
も
気
が
引
け
る
よ
う
な
悩
み
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
だ

っ
た
が
、
そ
れ
な
り
に
人
気
は
あ
っ
て
、
投
稿
も
多
か
っ
た
。
番
組
に
寄
せ
ら
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
こ
に
く
っ
つ
い
て
い
る
返
信
に
、

「
青
木
さ
ん
、
す
ご
い
よ
ね
。
実
は
同
じ
高
校
で
し
た
」

　
と
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
誰
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
返
信
を
書
い
た
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
た
ど

っ
て
い
く
と
、
そ
れ
は
ど
う
や
ら
二
組
一
番
ら
し
か
っ
た
。
本
名
も
書
い
て
い
な
い
が
、
ア
カ
ウ
ン

ト
名
は
二
組
が
よ
く
呼
ば
れ
て
い
た
あ
だ
名
だ
っ
た
。
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

少
な
く
と
も
十
年
前
に
テ
レ
ビ
で
見
た
離
島
で
は
な
か
っ
た
。
子
供
が
二
人
い
て
、
近
く
の
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
の
画
像
が
あ
が
っ
て
い
た
。
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を
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半
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前
に
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の
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着
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、
う
ど
ん
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を
手
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い
る
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海
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の
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プ
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す
る
予
定
だ
と
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て
い
た
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二
組
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番
は
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浜
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で
も
ギ
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を
弾
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た
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組
が
ギ
タ
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一
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話
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
が
、
連
絡
先
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
共
通
の
仲
が
い
い
友
人
も
い
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
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ま
に
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っ
た
。

　
一
組
一
番
は
翌
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、
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を
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、
と
言
っ
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刻
な
も
の
よ
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、
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ょ
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と
ニ
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チ
な
、
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に
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ざ
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ざ
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す
る
の
も
気
が
引
け
る
よ
う
な
悩
み
と
い
う
の
が
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マ
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が
、
そ
れ
な
り
に
人
気
は
あ
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て
、
投
稿
も
多
か
っ
た
。
番
組
に
寄
せ
ら
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
こ
に
く
っ
つ
い
て
い
る
返
信
に
、

「
青
木
さ
ん
、
す
ご
い
よ
ね
。
実
は
同
じ
高
校
で
し
た
」

　
と
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
誰
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
返
信
を
書
い
た
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
た
ど

っ
て
い
く
と
、
そ
れ
は
ど
う
や
ら
二
組
一
番
ら
し
か
っ
た
。
本
名
も
書
い
て
い
な
い
が
、
ア
カ
ウ
ン

ト
名
は
二
組
が
よ
く
呼
ば
れ
て
い
た
あ
だ
名
だ
っ
た
。
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

少
な
く
と
も
十
年
前
に
テ
レ
ビ
で
見
た
離
島
で
は
な
か
っ
た
。
子
供
が
二
人
い
て
、
近
く
の
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
の
画
像
が
あ
が
っ
て
い
た
。
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メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
親
子
と
も
に
う
ま
く
顔
部
分
を
隠
し
て
あ
る
そ

の
画
像
は
、
一
組
の
知
っ
て
い
る
二
組
と
は
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
思
え
、
躊ち
ゆ

躇う
ち
よし
た
。
二
組
も
、
一

組
や
番
組
に
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
組
は
二
組
に
、
ど
こ
か
で
会

え
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。
夏
の
路
上
で
呼
び
止
め
ら
れ
た
あ
の
と
き
み
た
い
に
、
い
つ
か
、
ど

こ
か
で
。

　
そ
の
番
組
の
コ
ー
ナ
ー
は
三
年
も
続
い
た
。
ラ
ジ
オ
を
や
め
て
か
ら
、
一
組
は
エ
ッ
セ
イ
集
を
三

冊
出
版
し
た
。

　
後
年
、
知
人
に
頼
ま
れ
て
大
学
で
講
師
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、

学
生
の
一
人
が
話
し
か
け
て
き
た
。
と
て
も
色
の
白
い
子
だ
っ
た
。

「
母
が
、
青
木
さ
ん
と
同
じ
高
校
だ
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
」

　
二
組
一
番
の
長
男
だ
っ
た
。
輪
郭
が
似
て
い
た
。

「
浅
井
さ
ん
、
お
元
気
？
」

「
今
は
、
大だ
い

連れ
ん

に
住
ん
で
る
ん
で
す
。
再
婚
し
た
相
手
の
転
勤
で
」

　
彼
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
て
、
画
像
を
見
せ
て
く
れ
た
。
港
に
停
泊
中
の
船
を
背
景

に
、
二
組
は
な
ぜ
か
真
っ
赤
な
ジ
ャ
ー
ジ
の
上
下
を
着
て
立
っ
て
い
た
。
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「
青
木
さ
ん
っ
て
、
母
と
い
っ
し
ょ
に
宇
宙
人
見
た
ん
で
す
よ
ね
？
　
銀
色
の
ち
っ
ち
ゃ
い
や
つ
」

　
二
組
の
息
子
は
、
そ
の
話
を
と
て
も
聞
き
た
そ
う
だ
っ
た
。
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メ
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を
送
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み
よ
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と
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、
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。
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の
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で
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の
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に
、
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つ
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、
ど

こ
か
で
。

　
そ
の
番
組
の
コ
ー
ナ
ー
は
三
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も
続
い
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。
ラ
ジ
オ
を
や
め
て
か
ら
、
一
組
は
エ
ッ
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イ
集
を
三

冊
出
版
し
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。

　
後
年
、
知
人
に
頼
ま
れ
て
大
学
で
講
師
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、

学
生
の
一
人
が
話
し
か
け
て
き
た
。
と
て
も
色
の
白
い
子
だ
っ
た
。

「
母
が
、
青
木
さ
ん
と
同
じ
高
校
だ
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
」

　
二
組
一
番
の
長
男
だ
っ
た
。
輪
郭
が
似
て
い
た
。

「
浅
井
さ
ん
、
お
元
気
？
」

「
今
は
、
大だ
い

連れ
ん

に
住
ん
で
る
ん
で
す
。
再
婚
し
た
相
手
の
転
勤
で
」

　
彼
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
て
、
画
像
を
見
せ
て
く
れ
た
。
港
に
停
泊
中
の
船
を
背
景

に
、
二
組
は
な
ぜ
か
真
っ
赤
な
ジ
ャ
ー
ジ
の
上
下
を
着
て
立
っ
て
い
た
。
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「
青
木
さ
ん
っ
て
、
母
と
い
っ
し
ょ
に
宇
宙
人
見
た
ん
で
す
よ
ね
？
　
銀
色
の
ち
っ
ち
ゃ
い
や
つ
」

　
二
組
の
息
子
は
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そ
の
話
を
と
て
も
聞
き
た
そ
う
だ
っ
た
。
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藤
の
咲
く
時
期
は
短
い
。

　
通
り
か
か
っ
て
、
も
う
す
ぐ
咲
き
そ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
突
然
紫
色
の
カ
ー
テ
ン
に
出
く
わ
す
。

今
は
通
勤
途
中
だ
か
ら
、
土
曜
日
に
写
真
を
撮
り
に
来
よ
う
、
と
思
っ
て
い
る
と
、
も
う
色い
ろ

褪あ

せ
て

い
る
。
そ
し
て
葉
も
落
ち
た
冬
の
間
は
、
そ
こ
に
美
し
い
藤
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
。

　
あ
る
と
き
、
紫
色
だ
っ
た
藤
の
花
が
、
白
く
な
っ
た
。
真
っ
白
い
花
の
房
が
い
く
つ
も
垂
れ
下
が

っ
て
、
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
見
え
た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
花
が
あ
っ
た
か
な
、
と
通
り
か
か

っ
た
人
た
ち
は
思
っ
た
。

　
次
の
五
月
、
そ
の
角
に
は
た
ば
こ
屋
だ
っ
た
建
物
も
藤
も
な
か
っ
た
。
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逃
げ
て
入
り
江
に
た
ど
り
着
い
た
男
は
少
年
と
老
人
に
助
け
ら
れ
、
戦
争

が
終
わ
っ
て
か
ら
も
そ
の
集
落
に
住
み
続
け
た
が
、
ほ
と
ん
ど
少
年
と
し

か
話
さ
な
か
っ
た

　
戦
争
の
終
わ
り
ご
ろ
に
、
男
は
島
に
隠
れ
た
。
対
岸
の
さ
ら
に
山
の
向
こ
う
か
ら
逃
げ
て
き
た
。

　
も
う
す
ぐ
戦
争
が
終
わ
る
と
は
、
男
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
誰
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
少
な

く
と
も
ま
だ
何
年
も
続
く
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
男
は
逃
げ
て
、
泳
い
で
海
を
渡
り
、
島
に
隠
れ

た
。
泳
ぐ
の
だ
け
は
得
意
だ
っ
た
。

　
ひ
と
月
も
し
な
い
う
ち
に
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
し
ば
ら
く
、
男
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。

入
り
江
の
奥
の
山や
ま

裾す
そ

、
木
が
生
い
茂
っ
た
下
の
洞
窟
に
潜
ん
で
い
た
。
夏
だ
っ
た
の
で
、
木
も
草
も

蔓つ
る

も
繁
茂
し
て
い
て
、
入
り
江
の
小
さ
な
集
落
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
夜
の
闇
が
山
も
集
落
も
覆
っ
て
し
ま
う
と
、
男
は
洞
窟
か
ら
出
て
き
て
、
畑
の
野
菜
を
盗
ん
だ
り
、
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磯
で
貝
や
た
ま
に
は
魚
を
獲
っ
た
り
も
し
た
。
盗
ん
で
き
た
野
菜
を
山
の
中
で
増
や
そ
う
と
し
て
み

た
り
も
し
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
紫
色
の
実
を
食
べ
、

腹
を
壊
し
た
上
に
高
熱
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
固
く
冷
た
い
岩
の
上
で
丸
ま
り
、
こ
の
ま
ま
死
ぬ

の
か
、
と
三
日
間
唸う
な

り
続
け
た
。
戦
場
で
死
ぬ
の
と
、
ど
っ
ち
が
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ひ
ど
い
傷
を

受
け
た
り
、
爆
弾
で
体
が
ち
ぎ
れ
た
り
、
そ
ん
な
の
よ
り
は
ま
し
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
何
人
も

殺
す
よ
り
も
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
前
に
、
自
分
た
ち
は
戦
場
に
出
る
ま
で
も
な
く
、
泥
の
中
を
進
み
、

実
際
に
役
に
立
つ
の
か
も
わ
か
ら
な
い
、
自
分
に
は
関
係
の
な
い
も
の
を
運
ぶ
だ
け
で
、
飢
え
死
に

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
上
官
に
暴
行
さ
れ
た
り
、
疫え
き

病び
よ
うに
か
か
っ
た
り
、
そ
れ
で
死
ん
で
い
く

や
つ
を
何
人
も
見
て
き
た
。
そ
れ
よ
り
は
、
ま
し
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
誰
に
も
気
づ
か
れ
ず
に
死
ん
で
、

数
日
の
う
ち
に
野
犬
か
な
に
か
が
死
体
を
食
べ
る
。
食
べ
る
ほ
ど
の
肉
は
残
っ
て
い
な
い
し
、
と
ん

で
も
な
く
ま
ず
い
だ
ろ
う
か
ら
、
動
物
に
も
見
向
き
も
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
経
っ
た
の
か
男
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
目
を
開
け
る
と
腹
の
痛
み
は
治
ま
っ

て
い
た
。
熱
も
な
か
っ
た
。
途
方
も
な
く
だ
る
い
体
を
引
き
ず
っ
て
洞
窟
か
ら
這
い
出
た
が
、
力
尽

き
て
そ
こ
に
転
が
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
誰
か
が
近
づ
い
て
き
た
の
に
気
づ
い
た
。

　
十
歳
に
は
な
ら
な
い
、
瘦や

せ
た
少
年
だ
っ
た
。
少
年
は
男
を
じ
っ
と
見
下
ろ
し
、
彼
が
ほ
と
ん
ど
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動
け
な
い
、
つ
ま
り
自
分
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
理
解
し
た
と
こ
ろ
で
、
な

に
か
言
っ
た
。

　
男
は
、
少
年
の
言
葉
が
、
半
分
わ
か
っ
て
、
半
分
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
死
ぬ
の
か
、
ま
だ
生
き
ら

れ
そ
う
な
の
か
、
と
聞
い
て
い
る
の
は
わ
か
っ
た
。
わ
か
ら
な
い
、
と
男
は
答
え
た
。
正
直
に
言
え

ば
、
今
、
自
分
が
ほ
ん
と
う
に
生
き
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
も
う
死
ん
で
い
る
の
か
さ
え
、
疑
わ

し
か
っ
た
。
と
う
に
死
ん
で
、
こ
れ
は
夢
に
似
た
な
に
か
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。

　
少
年
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
男
を
眺
め
、
そ
れ
か
ら
足
も
と
の
小
石
を
男
に
向
か
っ
て
軽
く
投
げ
た
。

小
石
は
腕
の
近
く
に
落
ち
た
が
、
男
は
そ
れ
に
も
な
に
も
反
応
で
き
な
か
っ
た
。
少
年
は
、
な
に
も

言
わ
ず
、
背
中
を
向
け
て
藪や
ぶ

の
向
こ
う
へ
消
え
て
い
っ
た
。

　
二
日
し
て
、
男
は
な
ん
と
か
体
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
だ
け
を
飲
み
、
洞
窟
の
壁
に
も

た
れ
て
い
た
。
鳥
が
鳴
く
甲
高
い
声
だ
け
が
森
に
響
い
て
い
た
が
、
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
鼠ね
ず
みか

な

に
か
、
小
さ
な
茶
色
い
動
く
も
の
が
洞
窟
の
前
を
横
切
っ
た
が
、
そ
れ
を
捕
ま
え
る
こ
と
は
で
き
る

は
ず
も
な
く
、
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
そ
の
走
っ
て
い
っ
た
先
に
視
線
を
向
け
て
い
る
と
、
少
年
が
現
れ

た
。
そ
の
う
し
ろ
に
は
、
老
人
も
い
た
。
二
人
は
近
づ
い
て
き
て
、
な
に
か
言
っ
た
。
老
人
の
言
葉

は
ま
る
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
男
と
同
じ
ぐ
ら
い
瘦
せ
て
い
て
、
髪
も
眉
も
な
か
っ
た
。
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磯
で
貝
や
た
ま
に
は
魚
を
獲
っ
た
り
も
し
た
。
盗
ん
で
き
た
野
菜
を
山
の
中
で
増
や
そ
う
と
し
て
み

た
り
も
し
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
紫
色
の
実
を
食
べ
、

腹
を
壊
し
た
上
に
高
熱
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
固
く
冷
た
い
岩
の
上
で
丸
ま
り
、
こ
の
ま
ま
死
ぬ

の
か
、
と
三
日
間
唸う
な

り
続
け
た
。
戦
場
で
死
ぬ
の
と
、
ど
っ
ち
が
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ひ
ど
い
傷
を

受
け
た
り
、
爆
弾
で
体
が
ち
ぎ
れ
た
り
、
そ
ん
な
の
よ
り
は
ま
し
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
何
人
も

殺
す
よ
り
も
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
前
に
、
自
分
た
ち
は
戦
場
に
出
る
ま
で
も
な
く
、
泥
の
中
を
進
み
、

実
際
に
役
に
立
つ
の
か
も
わ
か
ら
な
い
、
自
分
に
は
関
係
の
な
い
も
の
を
運
ぶ
だ
け
で
、
飢
え
死
に

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
上
官
に
暴
行
さ
れ
た
り
、
疫え
き

病び
よ
うに
か
か
っ
た
り
、
そ
れ
で
死
ん
で
い
く

や
つ
を
何
人
も
見
て
き
た
。
そ
れ
よ
り
は
、
ま
し
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
誰
に
も
気
づ
か
れ
ず
に
死
ん
で
、

数
日
の
う
ち
に
野
犬
か
な
に
か
が
死
体
を
食
べ
る
。
食
べ
る
ほ
ど
の
肉
は
残
っ
て
い
な
い
し
、
と
ん

で
も
な
く
ま
ず
い
だ
ろ
う
か
ら
、
動
物
に
も
見
向
き
も
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
経
っ
た
の
か
男
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
目
を
開
け
る
と
腹
の
痛
み
は
治
ま
っ

て
い
た
。
熱
も
な
か
っ
た
。
途
方
も
な
く
だ
る
い
体
を
引
き
ず
っ
て
洞
窟
か
ら
這
い
出
た
が
、
力
尽

き
て
そ
こ
に
転
が
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
誰
か
が
近
づ
い
て
き
た
の
に
気
づ
い
た
。

　
十
歳
に
は
な
ら
な
い
、
瘦や

せ
た
少
年
だ
っ
た
。
少
年
は
男
を
じ
っ
と
見
下
ろ
し
、
彼
が
ほ
と
ん
ど
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動
け
な
い
、
つ
ま
り
自
分
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
理
解
し
た
と
こ
ろ
で
、
な

に
か
言
っ
た
。

　
男
は
、
少
年
の
言
葉
が
、
半
分
わ
か
っ
て
、
半
分
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
死
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の
か
、
ま
だ
生
き
ら

れ
そ
う
な
の
か
、
と
聞
い
て
い
る
の
は
わ
か
っ
た
。
わ
か
ら
な
い
、
と
男
は
答
え
た
。
正
直
に
言
え

ば
、
今
、
自
分
が
ほ
ん
と
う
に
生
き
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
も
う
死
ん
で
い
る
の
か
さ
え
、
疑
わ

し
か
っ
た
。
と
う
に
死
ん
で
、
こ
れ
は
夢
に
似
た
な
に
か
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。

　
少
年
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
男
を
眺
め
、
そ
れ
か
ら
足
も
と
の
小
石
を
男
に
向
か
っ
て
軽
く
投
げ
た
。

小
石
は
腕
の
近
く
に
落
ち
た
が
、
男
は
そ
れ
に
も
な
に
も
反
応
で
き
な
か
っ
た
。
少
年
は
、
な
に
も

言
わ
ず
、
背
中
を
向
け
て
藪や
ぶ

の
向
こ
う
へ
消
え
て
い
っ
た
。

　
二
日
し
て
、
男
は
な
ん
と
か
体
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
だ
け
を
飲
み
、
洞
窟
の
壁
に
も

た
れ
て
い
た
。
鳥
が
鳴
く
甲
高
い
声
だ
け
が
森
に
響
い
て
い
た
が
、
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
鼠ね
ず
みか

な

に
か
、
小
さ
な
茶
色
い
動
く
も
の
が
洞
窟
の
前
を
横
切
っ
た
が
、
そ
れ
を
捕
ま
え
る
こ
と
は
で
き
る

は
ず
も
な
く
、
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
そ
の
走
っ
て
い
っ
た
先
に
視
線
を
向
け
て
い
る
と
、
少
年
が
現
れ

た
。
そ
の
う
し
ろ
に
は
、
老
人
も
い
た
。
二
人
は
近
づ
い
て
き
て
、
な
に
か
言
っ
た
。
老
人
の
言
葉

は
ま
る
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
男
と
同
じ
ぐ
ら
い
瘦
せ
て
い
て
、
髪
も
眉
も
な
か
っ
た
。
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老
人
は
、
黄
色
っ
ぽ
い
団
子
の
よ
う
な
も
の
を
差
し
出
し
た
。
男
は
口
に
詰
め
込
ん
だ
が
、
味
は

し
な
か
っ
た
。
た
だ
粘
つ
い
た
気
持
ち
悪
さ
だ
け
が
残
っ
た
。

　
少
年
が
、
つ
い
て
こ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
い
、
男
は
力
を
振
り
絞
っ
て
、
山
を
下
り
た
。

集
落
の
人
た
ち
が
、
遠
巻
き
に
男
を
眺
め
て
い
た
。

　
老
人
の
家
は
、
浜
に
近
い
、
漁
師
小
屋
の
よ
う
な
粗
末
な
家
で
、
土
間
に
は
網
や
銛も
り

が
あ
っ
た
。

老
人
の
妻
だ
ろ
う
か
、
老
婆
が
そ
こ
に
座
っ
て
い
た
。
老
婆
は
、
男
と
同
じ
言
葉
が
話
せ
た
。
そ
れ

で
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
家
の
息
子
が
死
ん
だ
か
ら
代
わ
り
に
働
け
、

と
言
っ
た
。
男
は
頷う
な
ずい
た
。
そ
れ
よ
り
ほ
か
に
、
な
に
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。

　
男
も
、
海
辺
の
町
の
出
だ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
の
生
活
に
は
案
外
早
く
慣
れ
た
。
明
け
方
に
小
舟
で

海
へ
出
て
魚
を
獲
り
、
昼
間
は
山
裾
の
狭
い
畑
を
耕
し
た
。
集
落
の
人
た
ち
は
、
男
を
攻
撃
す
る
よ

う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
話
し
か
け
て
く
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
い
つ
も
遠
巻
き
に
見
て
い
て
、

男
が
身
を
寄
せ
て
い
る
家
に
も
近
づ
く
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
と
き
ど
き
話
す
の
は
、
最
初
に
会
っ
た
少
年
だ
け
だ
っ
た
。
少
年
は
遠
い
町
で
両
親
が
戦
闘
に
巻

き
込
ま
れ
て
死
に
、
こ
の
入
り
江
の
遠
縁
の
家
に
住
ん
で
い
た
。
少
年
は
魚
を
獲
る
の
が
誰
よ
り
も

う
ま
か
っ
た
。
海
に
潜
り
、
大
き
な
魚
も
銛
で
仕
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
魚
を
と
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き
ど
き
男
に
も
分
け
て
く
れ
た
。

　
少
年
は
中
学
を
出
て
、
入
り
江
を
離
れ
た
。
面
倒
を
見
て
く
れ
た
遠
縁
の
家
族
に
も
入
り
江
の
人

た
ち
に
も
、
ず
っ
と
馴な

染じ

め
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
少
年
が
入
り
江
を
出
る
日
、
男
は
峠
を
越
え
て
、

隣
の
入
り
江
の
港
ま
で
少
年
を
見
送
り
に
行
っ
た
。
少
年
は
、
あ
り
が
と
う
、
と
言
っ
た
。
男
も
、

同
じ
言
葉
を
返
し
た
。
や
っ
て
き
た
船
に
は
、
少
年
と
同
じ
よ
う
な
年
頃
の
子
供
た
ち
が
十
人
乗
っ

て
い
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
男
を
助
け
た
老
人
が
死
ん
だ
。
入
り
江
で
い
ち
ば
ん
の
年
寄
り
だ
っ
た
こ
と
を
、

男
は
そ
の
時
に
知
っ
た
。
男
は
、
歩
け
な
く
な
っ
た
老
婆
の
世
話
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
老
婆
は
、

男
の
故
郷
に
近
い
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
の
だ
と
話
し
た
。
五
歳
の
と
き
に
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
そ
こ

を
出
て
以
来
、
一
度
も
戻
っ
て
い
な
い
。
戻
る
な
と
母
親
に
言
わ
れ
て
い
た
、
と
言
う
。
母
親
と
は

老
婆
が
十
歳
の
と
き
に
生
き
別
れ
、
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
入
り
江
に
来
た
。
も
し
お
ま
え

が
故
郷
に
戻
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
あ
の
町
に
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
、
と
老
婆
は
言
っ
た
。

　
老
婆
が
死
ん
だ
あ
と
、
男
は
住
ん
で
い
た
家
を
焼
き
払
い
、
自
分
で
作
っ
た
船
で
海
を
渡
っ
た
。

あ
の
夏
に
泳
ぎ
着
い
て
以
来
、
初
め
て
島
を
離
れ
た
。

　
対
岸
の
半
島
は
、
ず
い
ぶ
ん
様
子
が
変
わ
っ
て
い
た
。
港
に
大
き
な
工
場
が
で
き
、
新
し
く
架
け
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老
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黄
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の
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。
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込
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だ
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た
。
た
だ
粘
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気
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た
。
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が
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、
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は
力
を
振
り
絞
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て
、
山
を
下
り
た
。

集
落
の
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た
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が
、
遠
巻
き
に
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を
眺
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い
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。
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の
家
は
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浜
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、
漁
師
小
屋
の
よ
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な
粗
末
な
家
で
、
土
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に
は
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っ
た
。

老
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の
妻
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う
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、
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。
老
婆
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言
葉
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。
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れ
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戦
争
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と
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っ
た
。
そ
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て
、
そ
の
家
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死
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か
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と
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。
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。
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。

　
男
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海
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な
か
っ
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し
か
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と
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な
か
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た
。
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遠
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て
、

男
が
身
を
寄
せ
て
い
る
家
に
も
近
づ
く
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
と
き
ど
き
話
す
の
は
、
最
初
に
会
っ
た
少
年
だ
け
だ
っ
た
。
少
年
は
遠
い
町
で
両
親
が
戦
闘
に
巻

き
込
ま
れ
て
死
に
、
こ
の
入
り
江
の
遠
縁
の
家
に
住
ん
で
い
た
。
少
年
は
魚
を
獲
る
の
が
誰
よ
り
も

う
ま
か
っ
た
。
海
に
潜
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、
大
き
な
魚
も
銛
で
仕
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
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と
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き
ど
き
男
に
も
分
け
て
く
れ
た
。

　
少
年
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中
学
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出
て
、
入
り
江
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離
れ
た
。
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倒
を
見
て
く
れ
た
遠
縁
の
家
族
に
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入
り
江
の
人

た
ち
に
も
、
ず
っ
と
馴な

染じ

め
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
少
年
が
入
り
江
を
出
る
日
、
男
は
峠
を
越
え
て
、

隣
の
入
り
江
の
港
ま
で
少
年
を
見
送
り
に
行
っ
た
。
少
年
は
、
あ
り
が
と
う
、
と
言
っ
た
。
男
も
、

同
じ
言
葉
を
返
し
た
。
や
っ
て
き
た
船
に
は
、
少
年
と
同
じ
よ
う
な
年
頃
の
子
供
た
ち
が
十
人
乗
っ

て
い
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
男
を
助
け
た
老
人
が
死
ん
だ
。
入
り
江
で
い
ち
ば
ん
の
年
寄
り
だ
っ
た
こ
と
を
、

男
は
そ
の
時
に
知
っ
た
。
男
は
、
歩
け
な
く
な
っ
た
老
婆
の
世
話
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
老
婆
は
、

男
の
故
郷
に
近
い
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
の
だ
と
話
し
た
。
五
歳
の
と
き
に
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
そ
こ

を
出
て
以
来
、
一
度
も
戻
っ
て
い
な
い
。
戻
る
な
と
母
親
に
言
わ
れ
て
い
た
、
と
言
う
。
母
親
と
は

老
婆
が
十
歳
の
と
き
に
生
き
別
れ
、
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
入
り
江
に
来
た
。
も
し
お
ま
え

が
故
郷
に
戻
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
あ
の
町
に
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
、
と
老
婆
は
言
っ
た
。

　
老
婆
が
死
ん
だ
あ
と
、
男
は
住
ん
で
い
た
家
を
焼
き
払
い
、
自
分
で
作
っ
た
船
で
海
を
渡
っ
た
。

あ
の
夏
に
泳
ぎ
着
い
て
以
来
、
初
め
て
島
を
離
れ
た
。

　
対
岸
の
半
島
は
、
ず
い
ぶ
ん
様
子
が
変
わ
っ
て
い
た
。
港
に
大
き
な
工
場
が
で
き
、
新
し
く
架
け
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ら
れ
た
橋
を
大
型
車
が
行
き
交
っ
て
い
た
。
男
は
ひ
た
す
ら
歩
き
、
一
週
間
歩
い
て
、
大
き
な
街
に

た
ど
り
着
い
た
。
日
雇
い
の
仕
事
を
転
々
と
し
、
そ
こ
で
十
年
暮
ら
し
た
。
や
っ
と
わ
ず
か
な
金
を

貯
め
、
ま
た
港
へ
出
て
、
故
郷
へ
向
か
う
大
型
船
に
乗
っ
た
。
船
が
離
れ
て
い
く
と
き
、
岸
壁
に
見

送
り
に
来
て
い
る
大
勢
の
中
に
誰
か
知
っ
た
人
が
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
誰
も
い
る
は
ず
が
な
い

の
に
、
小
さ
く
な
っ
て
い
く
た
く
さ
ん
の
顔
を
眺
め
て
い
た
。

　
男
が
向
か
っ
た
の
は
、
自
分
の
故
郷
の
海
辺
で
は
な
く
、
老
婆
が
生
ま
れ
た
と
い
う
谷
間
の
小
さ

な
町
だ
っ
た
。
老
婆
に
聞
い
た
と
お
り
に
、
中
心
部
を
流
れ
る
川か
わ

伝づ
た

い
に
段
々
畑
の
斜
面
を
上
っ
て

い
く
と
、
家
は
な
か
っ
た
が
、
大
き
な
木
が
あ
っ
た
。
老
婆
が
言
っ
た
と
お
り
の
形
だ
と
思
っ
た
。

男
は
そ
の
根
元
に
座
り
、
畑
の
向
こ
う
の
町
を
長
い
間
眺
め
て
い
た
。
通
り
か
か
っ
た
近
所
の
夫
婦

が
そ
の
姿
を
目
に
留
め
た
。

　
少
年
が
一
度
だ
け
入
り
江
に
戻
っ
た
の
は
、
男
に
見
送
ら
れ
て
島
を
出
て
か
ら
三
十
年
も
経
っ
た

あ
と
だ
っ
た
。
入
り
江
は
か
な
り
人
が
減
り
、
廃は
い

屋お
く

が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
い
る
の
は
年

老
い
た
人
だ
け
だ
っ
た
。
少
年
を
置
い
て
く
れ
た
遠
縁
も
、
す
で
に
入
り
江
を
離
れ
て
い
た
。

　
彼
は
浜
ま
で
お
り
て
い
き
、
男
が
住
ん
で
い
た
家
を
探
し
た
が
な
ん
の
痕
跡
も
な
か
っ
た
。
波
の

音
に
振
り
返
る
と
、
海
は
太
陽
を
反
射
し
て
、
明
る
く
、
青
か
っ
た
。
波
打
ち
際
に
近
づ
い
て
み
る
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と
、
透
明
な
水
の
下
で
小
さ
な
魚
が
泳
い
で
い
た
。

　
懐
か
し
い
海
に
足
を
ひ
た
し
て
い
る
と
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
中
年
の
夫
婦
が
現
れ
た
。
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
観
光
客
な
ど
、
と
思
っ
て
見
て
い
た
ら
、
夫
婦
が
話
し
か
け
て
き
た
。
昔
、
親
戚
が
住
ん
で

い
て
子
供
の
こ
ろ
に
一
度
だ
け
来
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
、
夫
の
ほ
う
が
言
っ
た
。
ど
の
家
で
す
か
、

と
少
年
だ
っ
た
男
は
聞
い
て
み
た
が
、
夫
の
記
憶
は
曖あ
い

昧ま
い

だ
っ
た
。
記
念
写
真
を
撮
り
た
い
か
ら
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
ほ
し
い
、
と
夫
婦
は
言
っ
た
。
い
い
で
す
よ
、
と
少
年
だ
っ
た
男
は
愛
想
よ
く

カ
メ
ラ
を
受
け
取
っ
た
。

　
眩ま
ぶ

し
い
浜
辺
に
並
ぶ
夫
婦
に
カ
メ
ラ
を
向
け
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
と
、
そ
こ
で
少
年
が
獲
っ

た
魚
を
男
と
焼
い
て
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
あ
り
と
思
い
出
さ
れ
た
。
お
ま
え
は
す
ご
い
な
と
男
に
言

わ
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
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。
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の
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。
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を
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も
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す
で
に
入
り
江
を
離
れ
て
い
た
。

　
彼
は
浜
ま
で
お
り
て
い
き
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で
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を
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が
な
ん
の
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振
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と
、
カ
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を
持
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中
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の
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が
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れ
た
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こ
ん
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と

こ
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に
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な
ど
、
と
思
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た
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、
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婦
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し
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け
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。
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、
親
戚
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の
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に
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だ
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来
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だ
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、
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を
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が
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と
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。
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